
高槻市スポーツ推進計画後期実施計画（平成２９年度～令和２年度） 資料2

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 事業計画 方向性

1 新規総合型クラブの育成
スポーツ振興事業団と連携し、高槻市
立総合スポーツセンターにおいて、総
合型クラブにかかる相談等を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

相談窓口を設置し、総合型クラブにかかる
相談等を行うとともに、業務内容に関する
情報発信の強化を図る。

総合スポーツセンター総合体育館において、「スポーツなん
でも相談」窓口を設け、相談等を行うとともに、市ホーム
ページ等で情報発信を行う。

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため施設が臨時休
館したことに伴い、例年よりも実施回数は減少したが、総合
スポーツセンター総合体育館において、「スポーツなんでも
相談」窓口を設け、相談を実施した。
実施回数：20 回

2 既存総合型クラブへの支援
現在市内にあるＮＰＯ法人さくらス
ポーツクラブとＮＰＯ法人高槻北グ
リーンクラブに対して支援を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

現在市内にある２つの総合型クラブに対
し、会員確保及び認知度向上のための支
援を行う。

市ホームページに総合型クラブに関する情報を掲載するこ
とで、総合型クラブの認知度を向上させるための支援を行
う。

実施

市ホームページにおいて、総合型クラブに関する情報を掲
載するなど、情報発信を行った。
会員数：718人

3 府・三島体育連合等との連携
府・三島地区体育連合等との連携を
通じ、総合体育大会へ参加する等、競
技力の向上を図る。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

府・三島地区体育連合等と連携すること
で、府・三島地区の総合体育大会が円滑
に運営されるよう協力する。また、各種ス
ポーツ団体がこれら大会に参加することに
ついて支援する。

府・三島地区体育連合等と連携し、次の大会へ参加する。
・第44回三島地区総合体育大会
　  令和2年6月14日～7月26日
     14種目31種別
・第74回大阪府総合体育大会
　  令和2年8月4日～9月20日
　　 12種目29種別
・第70回大阪府市町村対抗駅伝競走大会
　　令和3年2月14日

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため各大会は中止
となった。

・第44回三島地区総合体育大会
・第74回大阪府総合体育大会
・第70回大阪府市町村対抗駅伝競走大会

4 各種スポーツ団体への支援
各種スポーツ団体等に対し、各種大
会や事業等が、円滑に実施できるよう
支援を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

スポーツ協議会の実施する市長杯大会・
教室等や、高槻シティハーフマラソン実行
委員会等が実施する事業について支援を
行う。

各種スポーツ団体・スポーツ協議会・高槻市民スポーツ祭
実行委員会・高槻クロスカントリー大会実行委員会・高槻シ
ティハーフマラソン実行委員会に対して補助金を交付する。

実施

各種スポーツ団体・スポーツ協議会・高槻シティハーフマラ
ソン実行委員会に対して補助金を交付した。
高槻市民スポーツ祭と高槻クロスカントリー大会について
は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止となっ
た。

5 スポーツ振興事業団との連携
スポーツ振興事業団との連携を推進
し、協力団体としてスポーツイベントの
充実を図る。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

スポーツ振興事業団と役割を分担しながら
各種スポーツ団体等の事業を支援するこ
とで、本市のスポーツ施策をより一層推進
する。

スポーツ振興事業団と連携し、高槻市民スポーツ祭・高槻
クロスカントリー大会・高槻シティハーフマラソン等スポーツ
イベントの充実を図る。
また、スポーツ振興事業団との連携を更に強化し、スポー
ツ振興事業のより一層の充実を図る。

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、スポーツ祭等
のイベントは中止となったが、スポーツ振興事業団と連携
し、可能な範囲でスポーツ振興事業の充実を図った。

6 各種スポーツ教室の実施

市民がスポーツに親しみ心身の健康
の維持増進のためのきっかけ作りとな
るよう年代や体力に応じた様々な教
室を実施する。

文化スポーツ振興課
公園課

実施 → → →

指定管理者と連携し、スポーツへのきっか
け作りとなる様々なスポーツ教室を実施
し、参加者数の増加を図る。
また、各種スポーツ団体が実施しているス
ポーツ教室が円滑に実施できるよう一層の
支援を行う。

指定管理者と連携し、体力づくり教室を次のとおり実施す
る。
【総合スポーツセンター総合体育館】
　開催回数：215回
【古曽部防災公園体育館】
　開催回数：215回
また、市民プールにおいて、従来の体力づくり教室を指定
管理者による自主事業として実施する。
【市民プール】
　開催回数：750回
また、各種スポーツ団体が実施しているスポーツ教室につ
いて、市広報・ホームページに掲載する等支援を行う。

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため施設が臨時休
館等したことに伴い、計画よりも開催回数は減少したが、指
定管理者と連携し、体力づくり教室を次のとおり実施した。
【総合スポーツセンター総合体育館】
　開催回数：82回　延べ参加者数：1,319人
【古曽部防災公園体育館】
　開催回数：63回　　 延べ参加者数：1,061人
また、市民プールにおいて、従来の体力づくり教室を指定
管理者による自主事業として実施した。
【市民プール】
　開催回数：410回　延べ参加者数：4,145人
また、各種スポーツ団体が実施しているスポーツ教室につ
いて、市広報・ホームページに掲載する等支援を行った。

7
指定管理者への委託事業の拡
大

参加者アンケートを活用して体力づく
り教室における種目や時間拡大を行
う。

文化スポーツ振興課
公園課

実施 → → →

指定管理者に委託している体力づくり教室
にて、参加者から回収するアンケート結果
を活用し、種目や時間等の市民ニーズに
対応した教室運営に努める。

教室運営及び参加者の満足度の向上に努めるとともに、
従来の市民プールでの体力づくり教室を指定管理者による
自主事業とし、利用者の増加に努める。

実施
参加者から回収したアンケート結果を反映し、参加しやす
い教室運営及び参加者の満足度の向上に努めた。

8 多様化する主催者との連携
民間事業者にスポーツ施設を貸し出
し、スポーツ体験教室の充実を図る。

文化スポーツ振興課
観光シティセールス課

実施 → → →

民間事業者にスポーツ施設を貸し出し、多
様なスポーツ体験教室を実施することで、
市民がスポーツを始めるきっかけ作りとな
るような取組を行う。

オリックスが主催するウエスタン・リーグ公式戦終了後に野
球教室を実施する。
オープンたかつきにおいて、ガンバ大阪アカデミーサッカー
教室を実施する。

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のためオリックスが主
催するウエスタン・リーグ公式戦が中止となったことから野
球教室も未実施となった。
オープンたかつきにおいて、ガンバ大阪アカデミーサッカー
教室を実施した。

9 民間スポーツ教室の情報提供
民間事業者等が行うスポーツ教室の
情報提供が行えるよう検討する。

文化スポーツ振興課 検討 実施 → →

スポーツをするきっかけづくりとなるよう、
市内の民間事業者が行うスポーツ教室の
情報提供を行えるよう検討し実施する。

市内の民間事業者が実施するスポーツ教室に関する情報
をホームページにて周知する。

実施
市内の民間事業者が実施するスポーツ教室に関する情報
をホームページにて周知した。

10
広報誌・ホームページによる情
報提供

目的別に様々なスポーツ情報が得ら
れるよう、情報の集約を行い、情報入
手の利便性の向上を図る。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

広報誌やホームページにおけるスポーツ
に関する情報の内容を充実させ、市民
ニーズに合わせた情報提供を行う。

市広報やホームページで各種大会や教室等の情報提供を
行い、またスポーツ協議会のホームページが充実するよう
支援する。

実施

市広報やホームページで各種大会や教室等の情報提供を
行い、またスポーツ協議会のホームページが充実するよう
支援した。

11 ＩＣＴ（ＣＡＴＶ等）の活用
ＣＡＴＶ等を活用し、大規模スポーツイ
ベントを放映する。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

ＣＡＴＶ等を活用し、市が主催・共催する大
規模スポーツイベントの様子を放映するこ
とで、市民のスポーツへの参加を促す。

高槻シティハーフマラソンにおいて、ＣＡＴＶに動画等の制
作を委託し、同実行委員会ホームページにて情報提供を行
う。また、ＣＡＴＶ番組内で大規模スポーツイベントの周知を
行い、イベントへの参加を促す。

実施
高槻シティハーフマラソン及び大規模スポーツイベントが中
止となったため放映ができなかった。

担当課事業名称

②スポーツ
関連団体
の充実

事業
No. 令和２年度事業実績

令和２年度事業計画
事業概要 長期的課題・方向性等

後期実施計画
実施年度

①総合型ク
ラブの育成

③スポーツ
教室の拡
充

施策

④スポーツ
情報の提
供
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平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 事業計画 方向性

担当課事業名称
事業
No. 令和２年度事業実績

令和２年度事業計画
事業概要 長期的課題・方向性等

後期実施計画
実施年度施策

12
スポーツ活動を通じた都市交
流の促進

（公財）高槻市都市交流協会と連携
し、都市交流の促進を図る中で、姉妹
都市や他市町村とのスポーツ交流を
行う。

文化スポーツ振興課
市長室

実施 → → →

姉妹都市及び関係団体等と連携し、姉妹
都市等への訪問及び姉妹都市等からの来
訪にあわせたスポーツ分野での交流機会
の提供や交流支援に努める。

(公財)高槻市都市交流協会へ助成し、姉妹都市等とのス
ポーツ交流を通じた幅広い市民交流の促進に努める。
【協会実施事業】
・訪問時：交流支援
・来訪時：受入対応及びイベント交流事業を通じたスポーツ
交流の機会の提供

★2021年の東京オリンピック・パラリンピックのホストタウン
交流の一環として、相手国であるオーストラリアの選手や
地域関係者である姉妹都市トゥーンバ市との交流に向けた
検討・調整を行う。

実施

（公財）高槻市都市交流協会へ助成し、新型コロナウイル
ス感染症の収束を見据えて姉妹都市等とのスポーツ交流
事業の調整を行ったが、中止となった。

★2021年の東京オリンピック・パラリンピックのホストタウン
交流の一環として、相手国であるオーストラリアの選手や
地域関係者である姉妹都市トゥーンバ市との交流に向けた
調整を行った。

13
スポーツイベントを通じた交流
の強化

各種団体との連携を推進し、スポーツ
イベントを通じて、市民交流の強化に
努める。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

マラソン等のスポーツイベントを通じて、地
域を越えた参加者を募集し、友好と親善を
深めるよう市民交流の強化に努める。

高槻シティハーフマラソン実行委員会と連携し、益田市の
市民を高槻シティハーフマラソンへ招待する。
また、マラソン大会の充実を図るため、和歌浦ベイマラソン
（和歌山市）に市民選手団を派遣する。

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため高槻シティハー
フマラソン及び和歌浦ベイマラソンが中止となったことに伴
い、招待や派遣も中止となった。

14 地域事業の充実

高槻市スポーツ推進委員協議会と連
携し、地域ニーズを把握して体力測定
等、地域に密着した事業の充実を図
る。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

高槻市スポーツ推進委員と連携し、地域
ニーズを把握して地域に密着した事業の
充実を図る。

高槻市スポーツ推進委員と連携し、市内小学校等で体力
測定会やファミリースポーツの集い等地域事業を実施す
る。

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため地域事業の多
くが中止となったが、高槻市スポーツ推進委員と連携し、市
内小学校等で体力測定会やファミリースポーツの集い等を
実施した。

15 主催事業の充実

スポーツ振興事業団と連携し、親子リ
ズム体操の集い等高槻市スポーツ推
進委員協議会が主催する事業の充実
を図る。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

市民ニーズを把握し、高槻市スポーツ推進
委員協議会が主催する事業の充実を図
る。

次のとおり、高槻市スポーツ推進委員協議会の主催事業を
実施する。
・わくわく親子リズム
　開催日：令和2年6月6日・28日
・チャレンジ・ザ・ウォーク
　開催日：令和2年10月11日
・ニュースポーツ教室
　開催日：令和2年7月17日、9月18日
・ニュースポーツ大会
　開催日：令和2年12月5日
・ニュースポーツの集い
　開催日：令和2年8月22日、令和3年2月21日

実施
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、高槻市ス
ポーツ推進委員協議会の主催事業を全て中止した。

16 研修の充実

近畿スポーツ推進委員研究協議会へ
参加する等、高槻市スポーツ推進委
員の指導力の向上を目指して研修の
充実を図る。

文化スポーツ振興課 実施 → → →
高槻市スポーツ推進委員の指導力の向上
のため、研修会への参加を促進する。

次のとおり、研修会へ参加する。
・全国スポーツ推進委員研究協議会
　開催日：令和2年11月12日・13日
・近畿スポーツ推進委員研究協議会
　開催日：令和3年2月26日・27日
・大阪府スポーツ推進委員協議会研修会
　開催日：令和2年9月5日
・三島地区スポーツ推進委員研修会
　開催日：令和2年6月28日
また、資質の向上のため、ニュースポーツの研究、審判講
習、普通救命講習等の研修を行う。

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、研修会は全
て中止となったが、委員各自が資質の向上のため、ニュー
スポーツの研究等を行った。

17
ホームページ等による情報発
信

高槻市スポーツ推進委員の活動につ
いて、市ホームページの内容の充実
を図り、情報発信の強化に努める。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

ホームページ等の媒体を通じ、高槻市ス
ポーツ推進委員協議会の活動報告や啓発
活動を行う。スポーツ推進委員の存在を広
める取組を実施する。

市ホームページの内容の充実を図り、高槻市スポーツ推進
委員協議会の活動報告や啓発活動を行う。

実施
市ホームページの内容の充実を図り、高槻市スポーツ推進
委員協議会の活動報告や啓発活動を行った。

18 ボランティアの育成
大規模イベント等において、ボランティ
アが活躍できる場を提供する。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

大規模イベント等において、ボランティアを
確保するだけではなく、ボランティアが活躍
できる場を提供することで育成を図る。

高槻市民スポーツ祭等の大規模イベントにおいて、市内の
高校及び大学にボランティアとしてのイベント参加を依頼す
る。

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のためスポーツ祭等
の大規模イベントは全て中止となったためボランティアの参
加依頼は行わなかった。

19 ボランティア情報の提供
大規模イベント等にかかるボランティ
ア情報を集約し、実際に活動できる場
の情報提供に努める。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

広報誌及びホームページの媒体を通じ、大
規模イベント等にかかるボランティア情報
の提供に努める。

高槻シティハーフマラソン実行委員会と連携し、スポーツボ
ランティアの募集を行う。
・高槻シティハーフマラソン
　開催日：令和3年1月17日

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため高槻シティハー
フマラソンが中止となったことに伴い、スポーツボランティア
の募集も行わなかった。

①スポーツ
推進委員
の活用

②スポーツ
ボランティ
アの育成

⑤スポーツ
の都市交
流

１
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

２
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
人
づ
く
り
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高槻市スポーツ推進計画後期実施計画（平成２９年度～令和２年度） 資料2

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 事業計画 方向性

担当課事業名称
事業
No. 令和２年度事業実績

令和２年度事業計画
事業概要 長期的課題・方向性等

後期実施計画
実施年度施策

20
小・中学校の市スポーツ施設
の利用促進

小・中学校が市のスポーツ施設を利
用して大会等実施が拡大できるよう施
設の利用促進を行う。

文化スポーツ振興課
教育指導課

実施 → → →

小・中学校が大規模な大会等を実施できる
よう市のスポーツ施設を提供することで、
小・中学生のスポーツ振興を図る。

小・中学校が市のスポーツ施設を利用して、下記のとおり
大会等を実施予定
【小学校】
　利用件数：3件
　・バスケットボール大会
　・サッカー大会
　・駅伝大会
【中学校】
　利用件数：１８件
　・総合体育大会（サッカー等）
　・三島大会（サッカー等）
　・大阪大会（野球）

実施

小・中学校が市のスポーツ施設を利用して、下記のとおり
大会等を実施した。
【小学校】
　利用件数：０件（新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め中止）
【中学校】
　利用件数：１８件
　・総合体育大会（サッカー等）
　・三島大会（サッカー等）

21
青少年交流センター内体育施
設の利用促進

スポーツ活動を通じて、青少年の健全
育成の推進を図るため、青少年交流
センター内体育施設の利用促進を行
う。

地域教育青少年課 実施 → → →

青少年にスポーツ活動の場を提供すること
により、青少年の自主的、組織的活動を促
進する。

青少年交流センターにおいて、青少年にスポーツ活動の場
を提供する。

実施

青少年交流センターにおいて、青少年にスポーツ活動の場
を提供した。
青少年団体利用者数：15,323人

22 中学校部活動指導者派遣事業
中学校の部活動の活性化を図るた
め、校区の人材等を活用した指導協
力者を全中学校に派遣する。

教育指導課 実施 → → →

市内全中学校に専門的な指導者を派遣
し、部活動の活性化の推進を図るために
は、顧問の不足等により、専門的な指導や
外部指導者の確保が必要である。

部活動指導者を市内中学校18校に、合計810回派遣する。 実施 部活動指導者を市内中学校18校に、合計810回派遣した。

24 総合型クラブ等との連携
小学生のスポーツ活動の推進を図る
ため、総合型クラブや種目別クラブと
の連携を図る。

文化スポーツ振興課
教育指導課

実施 → → →

総合型クラブと連携し、小学校にて小学生
を対象とした取組を行う。また、総合型クラ
ブから指導者を小学校に派遣することでス
ポーツ活動の推進を図る。

総合型クラブとの連携を図り、指導者を小学校に派遣する
方法について検討を行う。

実施
総合型クラブとの連携を図り、指導者を小学校に派遣する
方法について検討を行った。

25 大学との連携
大学と連携し、大学生とのスポーツ交
流を通じて、小学生のスポーツ活動の
推進を図る。

教育指導課 実施 → → →

関西大学 たかつき アイスアリーナでの開
放事業にて、アイススケートを通じて小学
生が大学生と交流することで、小学生のス
ポーツ活動の推進を図る。

関西大学と連携し、次のとおり事業を実施する。
・高槻市所在の小学校の校外学習活動
　実施回数：19回

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため学校が臨時休
業したことに伴い、計画よりも実施回数は減少したが、関西
大学と連携し、下記のとおり事業を実施した。
・高槻市所在の小学校の校外学習活動
　実施回数：10回
　参加人数：789人

26 活動場所の検討
公園等で軽易なスポーツイベントを実
施し、市民のスポーツへの参加を促
す。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

スポーツ推進委員を活用し、公園にて軽易
な運動を行うチャレンジ・ザ・ウォークを実
施することで、子どもの活動場所の選択肢
を広げる。

萩谷総合公園及び摂津峡公園にて、次のとおり、事業を実
施する。
・チャレンジ・ザ・ウォーク
　開催日：令和2年10月11日
・市民オリエンテーリング大会
　開催日：令和2年11月6日、令和3年3月14日

実施

萩谷総合公園及び摂津峡公園にて、次のとおり、事業を実
施した。
・チャレンジ・ザ・ウォーク
　開催日：令和2年10月11日
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
・市民オリエンテーリング大会
　開催日：令和2年11月6日
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
   開催日：令和3年3月14日

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため教室を中止し
たことに伴い、計画よりも実施回数は減少したが、スポーツ
振興事業団と連携し、次のとおりスポーツ教室を実施す
る。
【総合スポーツセンター総合体育館】
・親子で始めるスポーツ
　開催回数：10回　　延べ参加人数：182人
・幼児体育教室
　開催回数：24回　　延べ参加人数：442人
・ジュニアスポーツ・体育教室
　開催回数：14回　　延べ参加人数：218人
【古曽部防災公園体育館】
・親子で始めるスポーツ
　開催回数：10回　延べ参加者数：．202人
・幼児体育教室
　 開催回数：11回　延べ参加者数：．197人
 ・ジュニアスポーツ教室
   開催回数：12回　延べ参加者数：．221人
【市民プール】
・幼児スイミング教室
　開催回数： 80回　延べ参加人数：640人

また、スポーツ協議会と連携し、小学生を対象とした合同ス
ポーツ体験教室を予定していたが、新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため中止となった。

実施

スポーツ振興事業団と連携し、次のとおりスポーツ教室を
実施する。
【総合スポーツセンター総合体育館】
・親子で始めるスポーツ　　開催回数：10回
・幼児体育教室　　開催回数：60回
・ジュニアスポーツ・体育教室　　開催回数：60回
【古曽部防災公園体育館】
・親子で始めるスポーツ　　開催回数：20回
・幼児体育教室　　開催回数：40回
・ジュニア体育＆スポーツ教室　　開催回数：40回
【市民プール】
・幼児スイミング教室　　開催回数：120回

また、スポーツ協議会と連携し、下記のとおり小学生を対
象とした合同スポーツ体験教室を実施し、その後の各競技
団体によるスポーツ教室についても支援を行う。
　開催日：令和2年5月24日
　場所：総合スポーツセンター各施設

指定管理者及びスポーツ協議会と連携し、
子ども向けスポーツ教室を実施するととも
に、各種スポーツ団体が実施しているス
ポーツ教室が円滑に実施できるよう一層の
支援を行う。

実施
文化スポーツ振興課
公園課

指定管理者及びスポーツ協議会と連
携し、スポーツ施設において子ども向
けスポーツ教室を実施する。

③子どもの
スポーツ推

進

２
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
人
づ
く
り

→→ →
子ども向けスポーツ教室の実
施

23
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平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 事業計画 方向性

担当課事業名称
事業
No. 令和２年度事業実績

令和２年度事業計画
事業概要 長期的課題・方向性等

後期実施計画
実施年度施策

27 市プールの高齢者割引の実施
高齢者の健康づくりを支援するため、
市民プール、前島及び番田温水プー
ルにて高齢者割引を実施する。

文化スポーツ振興課
資源循環推進課
下水河川企画課

実施 → → →

より多くの高齢者に利用いただけるよう市
民プール、前島及び番田温水プールにて
高齢者割引を実施し、周知を行う。

市民プール、前島プール、番田温水プールにおいて、引き
続き高齢者割引を実施し、高齢者の利用促進を図る。

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため施設が臨時休
館したことに伴い、前島プール及び番田温水プールについ
ては、例年よりも利用者数は減少したが、市民プール、前
島プール、番田温水プールにおいて、高齢者割引を実施
し、高齢者の利用促進を図った。
・市民プール高齢者割引利用者数：13,559,人
・前島プール高齢者割引利用者数：12,792人
・番田温水プール高齢者割引利用者数：7,970人

28 健幸ポイント事業の実施
「高槻市ますます元気！健幸ポイント
事業」を実施し、健康行動の定着化を
積極的に推進する。

長寿介護課 実施 → → →
高齢者が健康意識を高め、楽しく取り組み
続けていけるような制度設計を図る。

「高槻市ますます元気！健幸ポイント事業」を実施し、新し
い対象事業や様々な介護予防の取組を活用しながら、健
康行動の定着化を積極的に推進する。

実施
健幸パスポート申請者数：5,732人
健幸ポイント達成者数：1,464人

29
高齢者向けスポーツ教室の実
施

指定管理者と連携し、スポーツ施設に
おいて高齢者向けスポーツ教室を実
施する。

文化スポーツ振興課
公園課

実施 → → →

指定管理者と連携し、高齢者向けスポーツ
教室を実施するとともに、参加者数の増加
を図る。

スポーツ振興事業団と連携し、次のとおり高齢者向けス
ポーツ教室を実施する。
【総合スポーツセンター総合体育館】
・健康維持スポーツ
　開催回数：30回
【古曽部防災公園体育館】
・楽ラク！健康づくり　開催回数：20回
・活きいき！レクリエーション 　開催回数：20回

実施

スポーツ振興事業団と連携し、次のとおり高齢者向けス
ポーツ教室を実施した。
【総合スポーツセンター総合体育館】
・健康維持スポーツ
　開催回数： 12回　　延べ参加者数： 207人
【古曽部防災公園体育館】
・楽ラク！健康づくり
　開催回数：10回  述べ参加者数：164人
・活きいき！レクリエーション
　開催回数：1回　  述べ参加者数：18人

30 高齢者スポーツの啓発

高齢者団体等を通じて、レクリエー
ションスポーツの啓発を行うなど、高
齢者がスポーツに親しむきっかけづく
りを支援する。

文化スポーツ振興課
長寿介護課

実施 → → →

老人クラブ等を通じて、高齢者がレクリ
エーションスポーツに参加しやすい環境の
整備を図り、またレクリエーションスポーツ
の啓発を行うなど、高齢者がスポーツに親
しむきっかけづくりを支援する。

老人クラブ等を通じて、高齢者のレクリエーションスポーツ
の啓発・充実を図る。

実施
老人クラブ等を通じて、高齢者のレクリエーションスポーツ
の啓発・充実を図った。

31
障がい者スポーツの環境の整
備

障がい者がスポーツに取り組みやすく
なるよう、スポーツ施設の環境を整え
る。

文化スポーツ振興課
公園課

実施 → → →

スポーツ施設のバリアフリー化や安全対策
に取り組むとともに、障がい者が利用しや
すい管理運営を図る。

スポーツ施設のバリアフリー化や安全対策に取り組むとと
もに、障がい者が利用しやすい管理運営を行う。

実施
スポーツ施設のバリアフリー化や安全対策に取り組むとと
もに、障がい者が利用しやすい管理運営を行った。

32
障がい者スポーツイベント等の
実施

障がい者がスポーツに触れる機会を
より一層持つことができるよう、障がい
者団体と連携し、各種教室やイベント
の開催や広報活動を行う。

文化スポーツ振興課
障がい福祉課

実施 → → →

障がい者団体との連携を促進し、スポーツ
の場の提供と体力づくり、仲間づくりの推
進を図る。

障がい者スポーツ振興懇話会を開催し、次のとおり事業を
実施する。
・ふれあいプールレクリエーション
　開催日：令和2年7月14日
・ふれあいレクリエーションスポーツの集い
　開催日：令和3年3月12日
・広報誌「障がい者とスポーツ」を年2回発行
市民ふれあい運動会実行委員会の一員として、下記の事
業に参画する。
・市民ふれあい運動会
　日時：令和2年10月4日

実施

障がい者スポーツ振興懇話会を開催し、次のとおり事業を
実施する予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため中止となった。
・ふれあいプールレクリエーション
　開催日：令和2年7月14日
・ふれあいレクリエーションスポーツの集い
　開催日：令和3年3月12日
・広報誌「障がい者とスポーツ」を年2回発行
市民ふれあい運動会実行委員会の一員として、下記の事
業に参画する予定であったが、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止となった。
・市民ふれあい運動会
　日時：令和2年10月4日

33
障がい者の競技水準向上に向
けた取組の検討

障がい者水泳競技専門コーチによる
指導等、障がい者の競技水準の向上
に向けた取組を実施する。

文化スポーツ振興課 実施 → → →
指定管理者等と連携し、障がい者の競技
水準の向上に向けた教室等を開催する。

指定管理者が次のとおり実施する講習会を支援する。
・目指せ！！ パラアスリート水泳講習会
　開催回数：10回

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため教室を中止し
たことに伴い、計画よりも開催回数は減少したが、指定管
理者が次のとおり実施した講習会を支援した。
・目指せ！2020年 パラアスリート水泳講習会
　開催回数：9回　　　参加人数：69人

34 障がい者団体等との連携
障がい者団体等と連携し、障がい者
へのスポーツの啓発を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

障がい者スポーツ懇話会と連携し、障がい
者スポーツの啓発やスポーツ情報等の提
供により、障がい者がスポーツに参加しや
すい環境を整える。

障がい者スポーツ振興懇話会構成団体を通じて、障がい
者へのスポーツ教室の周知を図る。

実施
障がい者スポーツ振興懇話会構成団体を通じて、障がい
者へのスポーツ教室の周知を図った。

④高齢者
のスポーツ
推進

２
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
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人
づ
く
り

⑤障がい者
スポーツの
推進
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高槻市スポーツ推進計画後期実施計画（平成２９年度～令和２年度） 資料2
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36
公認スポーツ指導者資格講習
会への参加促進

（公財）日本体育協会等が公認するス
ポーツ指導者資格講習会への参加の
奨励を各スポーツ団体に行う。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

スポーツ協議会と連携し、加盟団体に対し
て公認スポーツ指導者資格講習会への参
加を奨励する。

スポーツ協議会事務所に公認スポーツ指導者資格講習会
のチラシの配架を行い、加盟団体に対して公認スポーツ指
導者資格講習会への参加を奨励する。

実施

スポーツ協議会事務所に公認スポーツ指導者資格講習会
のチラシの配架を行い、加盟団体に対して公認スポーツ指
導者資格講習会への参加を奨励した。

37 指導者向け講習会の実施

スポーツ振興事業団と連携し、高槻ス
ポーツ大学等スポーツの指導・運営に
携わる方を対象とした講習会を実施
する。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

スポーツ振興事業団と連携し、高槻スポー
ツ大学等のスポーツ指導・運営に関する講
習会を実施する。また、スポーツ協議会の
事業として、各種スポーツ団体等の指導者
を対象とした講習会を実施する。

スポーツ振興事業団と連携し、スポーツの指導・運営に携
わる者を対象とした講習会を下記のとおり実施する。
・高槻スポーツ大学：10回/年

実施

スポーツ振興事業団と連携し、スポーツの指導・運営に携
わる者を対象とした講習会を下記のとおり実施した。
・高槻スポーツ大学：8回/年
　延べ参加者数：142人

38 公認スポーツ指導者への支援
各種スポーツ団体が実施しているス
ポーツ教室等で、公認スポーツ指導
者等を活用する。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

各種スポーツ団体が実施しているスポーツ
教室等において、公認スポーツ指導者資
格やその他公的資格を有する指導者が活
躍できる場を確保する。

各種スポーツ団体にて、公認スポーツ指導者資格等の公
的資格を有した者による教室を実施する。

実施
各種スポーツ団体にて、公認スポーツ指導者資格等の公
的資格を有した者による教室を実施した。

39 大学連携の推進
大学と連携し、公認スポーツ指導者資
格等を有する学生を活用する。

文化スポーツ振興課 検討 実施 完了

大学と連携し、公認スポーツ指導者資格等
を有する学生を募り、活用する方法を検討
し実施する。

完了

40 情報提供の充実
公認スポーツ指導者資格に関する
様々な情報を集約し、提供コーナーの
利活用を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

市庁舎やスポーツ施設の情報コーナーに
公認スポーツ指導者資格に関する様々な
パンフレット等を配架し、資格取得希望者
への情報提供に努める。

市庁舎や各スポーツ施設情報コーナーにおいて、公認ス
ポーツ指導者資格に関するチラシの配架を行う。

実施
市庁舎や各スポーツ施設情報コーナーにおいて、公認ス
ポーツ指導者資格に関するチラシの配架を行った。

→

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため教室を中止し
たことに伴い、計画よりも開催回数は減少したが、指定管
理者と連携し、次のとおり障がい者向けスポーツ教室を実
施した。
【総合スポーツセンター総合体育館】
・障がい児親子体育教室
　開催回数： 10回　　延べ参加人数： 138人
・障がい児・者スポーツ教室
　開催回数： 10回　　延べ参加人数： 123人
・障がい者スポーツ講習会
　開催回数：年間 2回　　延べ参加人数： 9人
【古曽部防災公園体育館】
・障がい児親子体育教室
　開催回数：2回　　述べ参加者数：44人
・障がい児者スポーツ教室
　開催回数：5回　　延べ参加者数：22人
・障がい者スポーツ講習会
　開催回数：年間1回　　延べ参加者数：1人
【市民プール】
・身体障がい者スイミング
　開催回数： 10回　　延べ参加人数： 36人
・肢体不自由児・者スイミング
　開催回数： 20回　　延べ参加人数：81人
・知的障がい児親子スイミング
　開催回数： 20回　　延べ参加人数： 328人
・知的障がい者スイミング
　開催回数： 20回　　延べ参加人数：205人

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため合同スポーツ
体験教室は中止となった。

実施

指定管理者と連携し、次のとおり障がい者向けスポーツ教
室を実施する。
【総合スポーツセンター総合体育館】
・障がい児親子体育教室　　開催回数：20回
・障がい児・者スポーツ教室　　開催回数：20回
・障がい者スポーツ講習会　　開催回数：年間5回
【古曽部防災公園体育館】
・障がい児親子体育教室　　開催回数：20回
・障がい児・者スポーツ教室　　開催回数：20回
・障がい者スポーツ講習会　　開催回数：年間5回
また、市民プールにおいて、従来の体力づくり教室を指定
管理者による自主事業として実施する。
【市民プール】
・身体障がい者スイミング　　開催回数：30回
・肢体不自由児・者スイミング　　開催回数：30回
・知的障がい児親子スイミング　　開催回数：30回
・知的障がい者スイミング　　開催回数：30回
また、スポーツ協議会と連携し、小学生を対象とした合同ス
ポーツ体験教室にて障がい者スポーツ体験の機会を提供
する。

指定管理者と連携し、障がい者向けス
ポーツ教室を実施するとともに、参加者数
の増加を図る。

→→実施
文化スポーツ振興課
公園課

障がい者スポーツ指導員の資格を有
する指導者を配置し、スポーツ施設で
の障がい者スポーツ教室を実施す
る。

障がい者向けスポーツ教室の
実施

35
⑤障がい者
スポーツの

推進

２
　
ス
ポ
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⑥指導者
の育成
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平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 事業計画 方向性

担当課事業名称
事業
No. 令和２年度事業実績

令和２年度事業計画
事業概要 長期的課題・方向性等

後期実施計画
実施年度施策

41 既存施設の整備
既存スポーツ施設の保全を行うこと
で、市民がスポーツに親しめる環境を
整える。

文化スポーツ振興課
公園課

実施 → → →

老朽化が目立つ既存のスポーツ施設の保
全を行うことで、快適な利用環境を維持し、
市民がスポーツを楽しめる環境を整える。

次のとおり、市内スポーツ施設の整備を行う。
【総合スポーツセンター】
・陸上競技場第4種後任更新修繕
・大体育室・中体育室床サンダー掛け修繕
・トレーニング室照明更新修繕
【萩谷総合公園】
・駐車場・野球場横ブロック塀修繕
【市民プール】
・ボイラー配管及び保湿修繕
・制御弁取替修繕（25m・ジャグジー）
・ガスコージェネ設備シリンダヘッド修繕
・PH-B1渦巻きポンプ取替修繕
・ろ材入替（50m・25m）修繕
・空調機用プレフィルタ・中性能フィルタ取替修繕

実施

次のとおり、市内スポーツ施設の整備を行った。
【総合スポーツセンター】
・陸上競技場第4種後任更新修繕
・大体育室・中体育室床サンダー掛け修繕
・トレーニング室照明更新修繕　ほか2件
【萩谷総合公園】
・駐車場・野球場横ブロック塀修繕
・園路復旧工事
【古曽部防災公園体育館】
・照明制御盤修繕
・漏水修繕（会議室等）
【市民プール】
・ボイラー配管及び保湿修繕
・制御弁取替修繕（25m・ジャグジー）
・ガスコージェネ設備シリンダヘッド修繕
・ろ材入替（50m・25m）修繕
・空調機用プレフィルタ・中性能フィルタ取替修繕
・PH-B1渦巻きポンプ取替修繕　ほか4件

42
施設の適正配置・量的過不足
の調査

市民のスポーツ機会均等の観点か
ら、周辺市の規模やスポーツ施設の
数等の調査を行う。

文化スポーツ振興課 実施 完了

周辺市の規模やスポーツ施設数等につい
ての調査を行い、本市におけるスポーツ施
設の数や配置について検証する。

完了

43
命名権（ネーミングライツ）の検
討

スポーツ施設の運営財源を安定的に
確保するため、命名権の導入等、歳
入増に向けた検討を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

スポーツ施設の運営財源を安定的に確保
するため、命名権（ネーミングライツ）の導
入や施設使用料の適正化等、歳入増に向
けた検討を行う。

指定管理者の選定と併せたスポーツ施設の施設使用料の
適正化について検討する。

実施
指定管理者の選定と併せたスポーツ施設の施設使用料の
適正化について検討した。

44
効果的・効率的な運営のあり
方の検討

スポーツ施設における利用形態、利
用時間、利用料金のあり方を検討す
る。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

効果的・効率的な運営の観点から、スポー
ツ施設における現在の利用形態、利用時
間、利用料金のあり方を検討し、必要に応
じて見直しを行う。

指定管理の次期選定に向けて開館日数及び開館時間等
の見直しを行う。

実施
指定管理の次期選定に向けて開館日数及び開館時間等
の見直しを行った。

45 管理運営方法の検討
市民ニーズに対応した指定管理者制
度の研究を行う。

文化スポーツ振興課
公園課

実施 → → →

市民ニーズに対応すべく、指定管理者が
柔軟に施設運営できるよう、利用料金制導
入等の検討を行う。

総合スポーツセンター他市内スポーツ施設の公募による指
定管理者の選定に向けた検討を行う。

実施
総合スポーツセンター他市内スポーツ施設の公募による指
定管理者の選定に向けた検討を行った。

46
小学校運動場夜間照明管理事
業

市民が小学校に設置された夜間照明
施設の管理運営を適正に行う。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

桃園及び阿武山小学校に設置されている
夜間照明設備について、市民が安全・安
心に施設が利用できるよう適正な管理運
営を行う。

市民が安全・安心に施設が利用できるよう管理運営を行
う。

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、臨時休館が
あったが、市民が安全・安心に施設が利用できるよう管理
運営を行った。
　延べ利用者数：5,298人

47
スポーツ施設の計画的な維持
管理

利用者の利便性を向上し、安全・安心
に利用できるよう、適切な施設の整備
を行う。

文化スポーツ振興課
公園課

実施 → → →

適切な施設の維持管理を行うほか、経年
劣化している施設・設備について、計画的
な修繕及び改修を行う。

総合スポーツセンター総合体育館及び市民プールの修繕
計画に基づき、各施設の維持補修を実施する。

実施
総合スポーツセンター総合体育館及び市民プールの修繕
計画に基づき、各施設の維持補修を実施した。

②スポーツ
施設の管
理

３
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①スポーツ
施設の整
備
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高槻市スポーツ推進計画後期実施計画（平成２９年度～令和２年度） 資料2

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 事業計画 方向性

担当課事業名称
事業
No. 令和２年度事業実績

令和２年度事業計画
事業概要 長期的課題・方向性等

後期実施計画
実施年度施策

48
スポーツ施設のＡＥＤ設置及び
適切な管理

利用者が施設を安全・安心に利用で
きるよう全てのスポーツ施設にＡＥＤを
設置し、適切に管理を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

利用者の安全性の確保のため、全てのス
ポーツ施設に設置しているAED機器がい
つでも使用できるよう、適切に部品の交換
等の管理を行う。

スポーツ施設に設置されたAEDの適切な管理を行う。 実施 スポーツ施設に設置されたAEDの適切な管理を行った。

49 救命講習会の実施
市民に対し、救命講習会を実施し、Ａ
ＥＤの使用方法等、応急手当の普及
啓発に努める。

消防本部 救急課 実施 → → →

心肺機能停止傷病者に対するバイスタン
ダーによる心肺蘇生法（ＣＰＲ）の実施率５
０％を目標として応急手当普及啓発活動を
実施していく。

市民に対し、救命講習会を実施し、ＡＥＤの使用方法等、応
急手当の普及啓発に努める。

実施

下記のとおり、講習会を実施した。
・普通救命講習：23回　延べ403人
・上級救命講習：1回　延べ14人
・応急手当普及員講習：1回　延べ20人
・救命入門コース：1回　8人
・その他の講習：10回　延べ189人

50 安全講習会の実施
スポーツ協議会と連携し、各スポーツ
団体を対象とした安全講習会を実施
する。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

スポーツ協議会と連携し、救命講習や体罰
問題の研修会などの安全講習会を実施す
る。

スポーツ協議会及びスポーツ事業団が主催する次の各ス
ポーツ団体を対象としたトレーニング講習会及び安全講習
会の実施を後援する。
・「熱中症対策について（仮）」
　開催日：令和2年6月17日
　場所：総合スポーツセンター体育館会議室

実施

スポーツ協議会及びスポーツ事業団が主催する次の各ス
ポーツ団体を対象としたトレーニング講習会及び安全講習
会の実施を後援した。
・「スポーツ活動における熱中症予防、応急処置」
　開催日：令和２年6月1７日
　場所：総合スポーツセンター体育館会議室
　参加者数：34名

51
スポーツ安全保険への加入奨
励

スポーツ大会の主催者に安全・安心
に事業実施ができるようスポーツ安全
保険への加入奨励を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

スポーツをする全ての人が安全・安心にス
ポーツ活動ができるよう、スポーツ安全保
険への加入促進を行う。

加入申込書を市内各所に配布するとともに、市ホームペー
ジでスポーツ安全協会のページを案内するなど加入促進を
行う。

実施

加入申込書を市内各所に配布するとともに、市ホームペー
ジでスポーツ安全協会のページを案内するなど加入促進を
行った。

52
安全の確保に関する情報の提
供

ストレッチ等のスポーツ事故の予防や
事故対応にかかる情報を集約し、情
報の提供を行う。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

スポーツをする全ての人が安全・安心にス
ポーツ活動ができるよう、事故の予防や対
応にかかる情報を集約して提供する。熱中
症計の貸出を行う等、夏季の施設利用時
の注意を促す。

スポーツ安全協会が発行している「救急ハンドブック」をス
ポーツ情報コーナー等に配架し、スポーツ現場における救
急処置等についての情報提供を行う。
熱中症予防として、大規模スポーツイベントにおいてOS-1
を配布する。
また、スポーツ協議会と連携し、各種スポーツ団体へ熱中
症指標計を貸し出すとともに、熱中症の注意喚起を行う。

実施

スポーツ安全協会が発行している「救急ハンドブック」をス
ポーツ情報コーナー等に配架し、スポーツ現場における救
急処置等についての情報提供を行った。大規模スポーツイ
ベントにおいてOS-1を配布する予定であったが、新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のため中止となった。
また、スポーツ協議会と連携し、各種スポーツ団体へ熱中
症指標計を貸し出すとともに、熱中症の注意喚起を行っ
た。

53 学校体育施設の利活用

地域住民のスポーツ振興を図るた
め、各小中学校の学校開放運営委員
会と連携し、学校体育施設を開放して
利用の促進を図る。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

市立小・中学校体育施設を学校教育に支
障のない範囲で開放し、青少年の健全育
成や生涯スポーツの推進を図る。

各学校開放運営委員会へ業務を委託し、小学校40校、中
学校18校の運動場・体育館を地域住民へ開放する。
また、大阪府の指定する日を対象に市内府立高校のグラ
ウンド・テニスコートを開放する。

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学校が臨時
休業したことに伴い、例年よりも実施回数は減少したが、各
学校開放運営委員会へ業務を委託し、小学校40校、中学
校18校の運動場・体育館を地域住民へ開放した。
　開放日数：13,106日
   延べ利用者数：423,363人
また、大阪府の指定する日を対象に市内府立高校のグラ
ウンド・テニスコートを開放した。
開放日数：（グラウンド）39日   （テニスコート）24日
延べ利用件数：（グラウンド）38件（テニスコート）15件

54
開放運営委員会の自主・自立
化支援

開放運営委員会の自主・自立化支援
として、利用形態等についての検討を
行う。ＨＰを通じて事業等の情報を提
供する。

文化スポーツ振興課 検討 → → 実施

他市事例等を調査研究し、利用形態等に
ついての検討を行う。また、自立化支援の
一環として、開放運営委員会ＨＰを通じて
事業等の情報提供を行う。

各小中学校の運動場及び体育館の利用形態に関する調
査を行う。また、開放運営協議会のＨＰを使って、各種事業
の周知や情報発信等を行う。

実施

各小中学校の運動場及び体育館の利用形態に関する調
査を行う。また、開放運営協議会のＨＰを使って、各種事業
の周知や情報発信等を行った。

③安全・安
心の確保

④学校開
放事業の
推進
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平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 事業計画 方向性

担当課事業名称
事業
No. 令和２年度事業実績
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後期実施計画
実施年度施策

55 身近なスポーツ環境の整備
ハイキングコースの整備やウォーキン
グ等が身近に親しめるよう環境を整え
る。

文化スポーツ振興課
観光シティセールス課
健康づくり推進課
下水河川企画課

実施 → → →

ハイキング協議会と連携し、市民が安心し
てハイキングができるようコースの整備を
行うとともに、市民が気軽にウォーキング
等に親しめる環境を整備する。

【ハイキング】
市内10コースについて、ハイキング協議会に維持管理を委
託し、ハイキングコースの整備を行う。
市民が日常生活で気軽にウォーキングに親しめるよう引き
続き「市バスｄｅスマートウォーク事業」を実施する。
【ウォーキング】
摂津峡周辺地域のウォーキングルート上に必要なサインの
設置を行う。
そのほか、観光協会や歴史街道推進協議会、阪急京都線
沿線観光あるき部会と連携したウォーキングイベントを開
催する。
芥川・ひとと魚にやさしい川づくりネットワーク～愛称：芥川
倶楽部～と連携し、かわまちづくり計画で整備した遊歩道
を活用したウォーキングイベントの実施を予定。

実施

【ハイキング】
市内10コースについて、ハイキング協議会に維持管理を委
託し、ハイキングコースの整備を行った。
市バスの停留所に、次の停留所までの距離や消費カロ
リー等を記載した路面表示を継続実施した。また、血圧・体
重の記録、歩数の測定記録、ランキング等、継続利用を促
す機能に加え、特定保健指導等への活用機能を備えたス
マートフォン用アプリケーションの提供をするなど、市民が
日常生活で気楽にウォーキングに親しめる環境を整備する
「市バスｄｅスマートウォーク事業」を実施した。

【ウォーキング】
摂津峡周辺地域のウォーキングルート上に必要なサインの
設置を行った。（サイン4箇所5基設置）
そのほか、観光協会や歴史街道推進協議会、阪急京都線
沿線観光あるき部会と連携したウォーキングイベントを開
催した。
芥川・ひとと魚にやさしい川づくりネットワーク～愛称：芥川
倶楽部～と連携し、ウォーキングイベントを実施を予定して
いたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止と
なった。

56 高槻ますます元気体操の推進
高槻ますます元気体操を実施し、健
康行動の定着化を積極的に推進す
る。

長寿介護課 実施 → → →
高槻ますます元気体操の実施拠点を市内
全域に拡大していく。

高槻ますます元気体操の更なる普及啓発を実施し、健康
行動の定着化を積極的に推進する。

実施 高槻ますます元気体操実施拠点数：235箇所

57 大規模スポーツイベントの充実

高槻市民スポーツ祭、高槻シティハー
フマラソン、高槻クロスカントリー大会
のスポーツイベント内容の充実を図
る。

文化スポーツ振興課 実施 → → →

各実行委員会との協働により、幅広い世
代がスポーツに親しめるような事業展開を
図り、事業参加者数の増加を図る。

各実行委員会との協働により、次のとおり事業を実施し、
新しい種目を追加する等内容の充実を図る。また、東京オ
リンピック・パラリンピックに向けた日本人オリンピアン・パラ
リンピアンとの交流を検討する。
・高槻市民スポーツ祭
　　開催日：令和2年10月25日
・高槻シティハーフマラソン
　　開催日：令和3年1月17日
・高槻クロスカントリー大会
　　開催日：令和3年3月14日
・合同スポーツ体験教室
　　開催日：令和2年5月24日

実施

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため下記の事業は
全て中止となった。また東京オリンピック・パラリンピックが
延期となり日本人オリンピアン・パラリンピアンとの交流も
中止となった。
・高槻市民スポーツ祭
　　開催日：令和2年10月25日
・高槻シティハーフマラソン
　　開催日：令和3年1月24日
・高槻クロスカントリー大会
　　開催日：令和3年3月14日
・合同スポーツ体験教室
　　開催日：令和2年5月24日

【オリックス・バファローズとの連携】
　・ウエスタン・リーグ公式戦（2軍）
　　「オリックスvs阪神」
　　試合後、野球教室等
　　日時：令和2年7月4日5日
　　場所：萩谷総合公園野球場
　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
　　中止
【久保田智之氏との連携】
久保田氏と連携し、次のとおり、事業を実施した。
　・第46回高槻市長杯秋季野球大会兼
　　第6回久保田智之カップ野球大会学童1部
　　日時：令和2年8月30日～12月6日
　　場所：萩谷総合公園野球場等
・親子わくわくベースボールの集い
　　日時：12月6日
　　場所：古曽部防災公園野球場
　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
　　中止
【ガンバ大阪との連携】
　・市民応援デーの周知等
　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
　　中止
【大阪エヴェッサとの連携】
　・市民応援デーの周知等（令和3年2月6日）
【スペランツァ大阪高槻との連携】
　・公式戦の後援
【関西大学 たかつき アイスアリーナに関する連携】
　・関西大学 たかつき アイスアリーナ
　　市民開放事業
　　42回実施
　　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため
　　30回中止

実施

【オリックス・バファローズとの連携】
　・ウエスタン・リーグ公式戦（2軍）
　　「オリックスvs阪神」
　　試合後、野球教室等
　　市民向けイベントを実施
　　日時：令和2年7月4日・5日
　　場所：萩谷総合公園野球場
【久保田智之氏との連携】
久保田氏と連携し、次のとおり、事業を実施する。
　・第46回高槻市長杯秋季野球大会兼
　　第6回久保田智之カップ野球大会学童1部
　　日時：令和2年8月30日～12月6日
　　場所：萩谷総合公園野球場等
・親子わくわくベースボールの集い
　　日時：12月6日
　　場所：古曽部防災公園野球場
【ガンバ大阪との連携】
　・市民応援デーの周知等
　　（開催日：令和2年8月15日）
【大阪エヴェッサとの連携】
　・市民応援デーの周知等（開催日未定）
　・小学校高学年を対象とした
　　無料観戦チケットの配布（未定）
【スペランツァ大阪高槻との連携】
　・公式戦の後援
【関西大学 たかつき アイスアリーナに関する連携】
　・関西大学 たかつき アイスアリーナ
　　市民開放事業
　　74回実施

さまざまなトップアスリート及びトップチーム
との連携を推進し、市民がトップアスリート
と触れ合う機会を創出するとともに、市内
外での情報発信を行う。

→→→実施
文化スポーツ振興課
みらい創生室
教育指導課

58

関西大学 たかつき アイスアリーナ市
民開放事業や、プロ野球公式戦の開
催等を通じて、市民がトップアスリート
と触れ合う機会を提供する。

トップアスリート及びトップチー
ムとの連携

⑥スポーツ
イベントの

充実
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⑤健康とス
ポーツの推
進
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